
日  時：令和 3年 10月 28日（木）18時 30分 ～19時 30分 

場  所：柏木町コミュニティセンター 

対象地区：柏木町 

参加人数：17名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇地域コミュニティ育成奨励金について 

（市民から） 

毎年の奨励金のおかげで町会の事業を実施することができているが、今後も継続され

るものなのか。計画や見通しを教えていただきたい。 

 

（市から） 

・財源として奨励金が無ければ、町会の運営も困難になると思われるため、今後も継続し

ていく考えである。以前は、集会施設の貸し出しなどにより、町会にもある程度の収入

が見込まれていたが、近頃はそうした収入は見込めなくなり、町会費だけでは財源とし

て十分ではないと認識している。他の町会からも同様の要望が上がっている。 

 

〇児童公園の遊具について 

（市民から） 

 柏木町児童公園が、子どもの笑い声などの聞こえることのない、非常に寂しい状況とな

っている。幼児が遊びたくなるような種類の遊具が設置されていないことが原因ではな

いか。 

 

（市から） 

・市内の児童公園や農村公園の遊具については、近年、全国的に遊具の使用による事故が

発生している状況があることから、毎年必要な点検を行ったうえで、危険なものについ

ては撤去や入れ替えを行っている。町会の要望もお聞きしながら、基本的には各地区に

２種類程度の遊具を設置するという考え方で整備している。町会にも管理をお願いし

ながら、老朽化により撤去が必要となった場合などに、新たな遊具の設置についてご相

談させていただくことになると思う。 

 

（市民から） 

 現状では、利用する年齢が限定されてしまうような遊具しか設置されていないので、よ

り幅広い年齢層の子どもたちが遊べるような場となってほしい。 

 

（市から） 

・現在設置されている遊具の状況も確認させていただいたうえで、老朽化の際の入れ替
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えなどを検討していきたい。 

 

〇公共施設の利用の減額について 

（市民から） 

弘前の公共施設は、65 歳以上の弘前市民の利用は無料となっている。例えば、広域連

合に属する地域の住民が公共施設を利用する場合の料金を減額するような取り組みはで

きないか。 

 

（市から） 

・公共施設の利用料については、それぞれの市町村の事情もあり、広域連合全体でという

のは難しいかもしれないが、市として何か対応できないかを検討していきたい。 

 

〇健康センターの和室の座椅子について 

（市民から） 

会議などで健康センターのふれあい交流室を利用する機会があるが、参加者には 65歳

以上の方も多く、座敷で畳に座っている状態は苦痛となる。座椅子か椅子に座れる施設で

開催できるよう検討してほしい。 

 

（市から） 

・婦人会との懇談において出た要望から、尾上地域福祉センター、碇ヶ関公民館、平賀農

村環境改善センターには、座敷でも座れる椅子を配置している。健康センターには配置

されていなかったので、開催場所については考えていきたい。 

 

〇高齢者の住宅の除雪について 

（市民から） 

高齢者が居住する住宅の除雪について、市で対応できることはないのか。 

 

（市から） 

・高齢者宅に目印をつけて、除雪作業の際に配慮するなど、さまざま検討してきたが、

なかなか解決できていない。社会福祉協議会でも、除雪を支援できるような事業を行っ

ているが、非常に難しい問題であり、どのような方法で解決できるのか、まだまだ検討

中である。 

 

〇大浪線バイパスの交差点について 

（市民から） 

大浪線バイパスの白川林産前の交差点が、バイパスから柏木町の町会の方に曲がろう

すると、特に夜間は非常に見づらい。反射板のような目印となるものを付けられないか。 
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（市から） 

・そちらの現場では、現在街灯を設置する工事を行う予定となっている。特に夜間は、街

灯が設置された後の状況をご確認いただきたい。 

 

〇市の施設の公衆Wi-Fiについて 

（市民から） 

現在の市の公衆 Wi-Fi は、使用する際の手続きが非常に煩雑なので、パスワードを入

力するだけで利用できるなど、もっと簡易に利用できるようにしてほしい。 

 

（市から） 

・現状を確認したうえで、後日回答する。 

 

〇平賀駅前の活性化について 

（市民から） 

中学生、高校生、大学生が多く行き交うようになれば、平賀駅前の活性化のつながると

思うのだが、そうしたまちづくりを進める考えはないか。 

 

（市から） 

・ゲームなどの普及により屋内での遊びが増え、外での活動機会が少なくなってきてい

ることもあり、行政だけで対応していくのは難しいと考えている。平賀駅前の通りにつ

いては、電線の地中化の工事が終了したところであるが、学生を集めるために、具体的

にどのような形のまちづくりを進めていけばいいのか、非常に難しい問題であるので、

今後検討していきたい。 

 

（市民から） 

・これから「ひらかわイルミネーションプロムナード」が開催されるため、その期間中は

若い年齢層の方が多く集まることが期待される。学生は学校の登下校時にしか見かけ

ない状況にあると思うので、興味を持っていただけるようなこうしたイベント等を開

催することで、賑わいを創っていきたい。 

 

（市から） 

・若者世代に行政に参加していただきたいということで、「平川市ユース議会」を実施し

ている。自分たちの地域を活性化させる事業を提案していただいて、実際に実施してい

く予定となっている。 

 

〇米の減収に対する支援について 

（市民から） 

市として、米の減収に対する支援は何か考えているか。 
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（市から） 

・概算金から大幅に減額されるということで、かなり大きな影響を受けることが予想さ

れる。今後、国の支援事業も実施されると思われるが、市としても独自の支援事業を実

施していく考えである。 

 

 


